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県
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
新
規
感
染
者
が
ゼ
ロ
の
日

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
で
も

検
温
・
マ
ス
ク
着
用
等
の
対
策
を

続
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
も
新
緑
の
季
節
と

な
り
三
密
を
避
け
な
が
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、
五
月
十
五
日
に
ア
ダ

プ
ト
ロ
ー
ド
及
び
社
屋
周
辺
の
美

化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
歩
道
沿
い
に

は
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
と
リ
ア
ト
リ

ス
を
五
十
個
ず
つ
植
え
、
周
辺
指

定
区
域
の
草
刈
り
を
行
い
、
社
屋

廻
り
で
は
、
植
え
込
み
の
剪
定
と

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
社
員
総

出
で
頑
張
っ
た
お
か
げ
で
、
二
時

間
弱
で
予
定
し
て
い
た
作
業
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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今
回
は
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
を
ざ
っ
く

り
ご
紹
介
。

べ
ト
ナ
ム
最
初
の
文
郎
国
（
ヴ
ァ
ン

ラ
ン
）と
呼
ば
れ
る
伝
説
上
の
国
家
は
、

歴
代
フ
ン
王
が
政
権
を
治
め
て
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
の

誕
生
と
さ
れ
て
い
て
、
フ
ン
王
は
龍
と

仙
女
か
ら
生
ま
れ
た
神
の
子

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ト
ナ

ム
人
は
自
分
た
ち
が
龍
の
子

孫
だ
と
信
じ
て
い
る
そ
う
で

す
。ベ

ト
ナ
ム
を
上
空
か
ら
見
る
と
、
昇

り
龍
の
よ
う
な
地
形
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
国
土
は

十
一
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
領

土
拡
大
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
は
北
部
紅
河

デ
ル
タ
以
北
の
領
土
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
例
え
ば
、
現
在
の
ホ
ー
チ
ミ

ン
が
あ
る
場
所
や
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
方

は
、
当
時
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
北
ベ
ト
ナ
ム
が
八
百
年
か
け
て

南
へ
勢
力
と
領
土
を
伸
ば
し
現
在
に
至

ベ
ト
ナ
ム
の
年
表
を
見
て
み
る
と
、

漢
に
始
ま
る
約
千
年
に
わ
た
る
中
国
に

よ
る
支
配
、そ
の
後
も
元
に
よ
る
侵
攻
、

フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
統
治
、
日
本
軍
の

駐
留
、
そ
し
て
泥
沼
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

…
と
い
っ
た
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
の
歩
ん

で
き
た
道
は
、
他
国
か
ら
の
侵
攻
と
そ

れ
ら
に
対
す
る
抵
抗
運
動
の
歴
史
で
あ

る
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

一
九
七
六
年
に
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
社

会
主
義
共
和
国
が
誕
生
し
て
か
ら
も
カ

ン
ボ
ジ
ア
や
中
国
と
の
紛
争
が
継
続
さ

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
が
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
見
せ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
九
〇
年
代
に
入

る
と
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
も

回
復
、
政
府
は
ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
政

策
を
継
続
的
に
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
は

現
在
の
経
済
基
盤
で
も
あ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
経
済
が
豊
か
に
な
る
岐
路
で
あ
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
で
も
ベ
ト
ナ
ム
雑
貨
が
ブ
ー
ム
と
な

り
、
旅
行
先
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ア

ジ
ア
で
の
存
在
感
を
高
め

て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
っ
て

ど
ん
な

国
？

今
回
の
内
部
品
質
監
査
は
、
前
回
同

様
現
場
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。
重

点
監
査
目
的
（
テ
ー
マ
）
に
つ
い
て
は
、

①
顧
客
満
足
度
の
向
上
（
検
査
点
数
を

上
げ
る
）
②
品
質
記
録
の
ム
ダ
を
省
く

の
二
項
目
を
主
体
に
実
施
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
土
木
か
ら
は
品

質
管
理
に
お
い
て
の
、
検
査
結
果
評
価

点
が
あ
ま
り
も
ら
え
て
無
い
傾
向
か

ら
、
管
理
方
法
の
向
上
等
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

建
築
か
ら
は
、
施
工
体
制
台
帳
等
の

各
種
安
全
書
類
の
作
成
に
関
す
る
効
率

化
の
提
案
と
、
工
程
管
理
時
に
使
う
工

程
表
の
様
式
に
つ
い
て
見
直
す
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
木
建
築
共
通

で
品
質
記
録
の
見
直
し
や
廃
止
等
の
提

案
も
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
予
防
処
置

三
件
を
取
り
上
げ
改
善
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
今
後

も
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
、
力
強
い
会
社
に

成
長
し
て
い
く
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
五
十
四
期 

内
部
品
質
監
査

実
施
時
期
：
四
月
二
十
一
日
～
二
十
八
日

る
の
で
す
。

11 世紀

1010

年

リ
・
コ
ン
・
ウ
ァ
ン
が
李
朝
を
興
す
。
首
都

は
昇
龍
（
現
ハ
ノ
イ
）

13 世紀

1225

年

李
朝
に
変
わ
り
、
陳
朝
が
興
る
。　

1257

年

モ
ン
ゴ
ル
（
の
ち
の
元
）
の
侵
攻
を
受
け
る
。

15 世紀

1400

年

陳
朝
が
滅
び
、
胡
氏
が
政
権
を
握
る
。

1414

年

中
国
の
明
に
よ
り
、胡
氏
王
朝
が
滅
ぼ
さ
れ
、

再
び
中
国
の
支
配
下
に
。

1428

年

レ
・
ロ
イ
の
反
乱
軍
、
明
を
撃
退
。
黎
朝
が

興
る
。

16 世紀

1527

年

マ
ッ
ク
・
ダ
ン
・
ズ
ン
が
帝
位
を
奪
う
が
、

旧
臣
の
反
乱
で
南
北
分
裂
。
北
部
は
鄭
氏
、

南
部
は
阮
氏
が
実
権
を
押
さ
え
、
対
立
が
始

ま
る
。

18 世紀

1786

年

南
北
統
一
。阮
の
勢
力
が
勢
い
を
盛
り
返
す
。

19 世紀

1801

年

阮
が
再
び
南
北
を
統
一
、
阮
王
朝
の
誕
生
。

首
都
は
フ
エ

1862

年

フ
ラ
ン
ス
と
の
争
い
に
敗
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
協

定
を
結
ぶ
。

1882

年

フ
ラ
ン
ス
、
ハ
ノ
イ
を
占
領

1884

年

ベ
ト
ナ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
国
と
な
り
、

植
民
地
に
。

1887

年

フ
ラ
ン
ス
が
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
を
設
置

1899

年

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
設
立

20 世紀

1940

年

日
本
軍
が
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
進
駐
、
翌
年
に
は

南
部
に
進
駐

1945

年

日
本
敗
戦
後
、
べ
ト
ミ
ン
が
「
ベ
ト
ナ
ム
民

主
共
和
国
臨
時
政
府
」
樹
立

1946

年

イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
開
始

1954

年

デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
の
戦
い
で
フ
ラ
ン
ス

軍
を
破
る
。

1960

年

南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
が
発
足

第
二
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
が
始
ま
る
。

1964

年

ア
メ
リ
カ
の
北
爆
が
ス
タ
ー
ト

1968

年

テ
ト
攻
勢

1969

年

ホ
ー
チ
ミ
ン
死
去

1973
年

ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
調
印

1975
年

サ
イ
ゴ
ン
陥
落

1976

年

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
樹
立

1977

年

ベ
ト
ナ
ム
軍
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
侵
攻

1979

年

中
国
が
ベ
ト
ナ
ム
国
境
に
侵
攻

一
時
紛
争
状
態
に
。

1986

年

ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
政
策
採
択

1995

年

ア
メ
リ
カ
と
国
交
回
復

　
　
ベ
ト
ナ
ム 

略
年
表
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か
ら
、床
下
よ
り
刃
を
向
け
ら
れ
た
場
合
、

縁
と
縁
と
の
隙
間
か
ら
刃
物
の
先
が
届

く
危
険
を
避
け
て
歩
い
た
名
残
り
な
ん

で
す
よ
」
と
。
正
確
な
答
で
あ
る
の
か
否

か
は
問
題
で
は
な
く
、
師
匠
の
言
葉
は
ひ

と
つ
ひ
と
つ
私
の
胸
に
入
り
込
ん
で
き
た

の
で
す
。
―
抹
茶
を
点
て
る
―
唯
そ
れ

だ
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
入

門
し
た
茶
道
教
室
で
し
た
が
、
初
め
て
の

日
は
次
回
を
、
二
回
目
か
ら
は
三
回
目
が

待
ち
遠
し
く
、
体
験
す
る
一
挙
一
動
が
興

味
と
楽
し
さ
の
連
続
で
し
た
。子
供
の
頃
、

ス
ポ
ー
ツ
も
稽
古
事
も
長
続
き
せ
ず
、
ひ

ど
い
時
に
は
、
た
っ
た
一
回
で
止
め
て
し

ま
っ
た
過
去
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し

た
。
―
抹
茶
を
点
て
る
―
そ
れ
は
、
抹

茶
と
茶
筅
さ
え
あ
れ
ば
、
台
所
で
、
立
っ

た
ま
ま
の
姿
勢
で
も
で
き
な
い
事
は
な
い

の
で
す
。
し
か
し
、
お
客
さ
ま
の
前
で
―

抹
茶
を
点
て
る
―
点
前
と
い
う
こ
と
、
抹

茶
を
点
て
る
為
の
道
具
を
持
ち
出
し
、
器

を
拭
い
た
り
温
め
た
り
…
順
序
良
く
そ

の
所
作
・
作
法
を
稽
古
し
て
い
る
う
ち
、

気
が
付
け
ば
一
年
あ
ま
り
が
過
ぎ
、
ジ
ャ

ネ
ッ
ト
の
帰
国
も
近
づ
い
て
い
ま
し
た
。

約
束
の
日
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
は
日
本
観

光
を
兼
ね
て
、
迎
え
に
来
て
い
た
ボ
ー

イ
フ
レ
ン
ド
を
伴
い
、
や
っ
て
来
ま
し

知
ら
な
か
っ
た
事
を
覚
え
て
ゆ
く
楽

し
さ
は
何
だ
っ
た
の
か
、
今
も
私
自
身
解

ら
な
い
の
で
す
が
、
師
匠
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
茶

席
で
は
必
ず
扇
子
を
携
帯
し
ま
す
が
、
開

い
て
パ
タ
パ
タ
と
煽あ

お

ぎ
、
涼
を
と
る
為

で
は
な
く
、
主
客
双
方
、
閉
じ
た
ま
ま
の

扇
子
を
膝
前
に
置
き
丁
寧
に
お
じ
ぎ
を

し
ま
す
。
師
匠
は
言
い
ま
し
た
。「
扇
子

は
相
手
に
対
し
て
結
界
を
作
る
為
に
用

い
る
ん
で
す
よ
。
結
界
と
は
仏
教
用
語
で

修
行
の
為
に
一
定
の
区
域
を
区
切
る
と
い

う
こ
と
、
結
界
の
向
こ
う
に
は
仏
さ
ま
が

居
て
仏
さ
ま
を
敬
う
。
そ
し
て
結
界
の
こ

ち
ら
に
居
る
我
が
身
を
遜

へ
り
く
だ

る
意
味
を
表

し
て
い
ま
す
か
ら
、
茶
席
で
も
相
手
を
敬

い
、
自
分
を
遜
る
思
い
か
ら
結
界
と
し
て

扇
子
を
用
い
、
お
互
い
に
相
手
を
敬
い
心

を
込
め
て
お
じ
ぎ
を
す
る
ん
で
す
よ
」と
。

又
、
畳
の
部
屋
で
は
畳
の
縁
を
踏
ま
な
い

よ
う
に
歩
き
ま
す
が
、
師
匠
は
言
い
ま
し

た
。「
昔
、
敵
方
の
間ス

パ

イ諜
や
殺
し
屋
は
床

下
に
潜
ん
で
室
内
の
様
子
を
窺う

か
が

っ
て
い
た

た
。
真
っ
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
小
さ
な
花

柄
の
ス
カ
ー
ト
と
い
う
装
い
の
彼
女
は
、

畳
の
部
屋
で
と
て
も
綺
麗
に
正
座
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
接
し
た
私
は
胸

が
ド
キ
ド
キ
し
始
め
、
何
か
ら
始
め
て
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
解
ら
な
く
な
り

そ
う
で
し
た
が
、『
平へ

い

常じ
ょ
う

心し
ん

是こ
れ

道ど
う

』
と
い

う
禅
語
の
一
行
軸
を
床
の
間
に
掛
け
、
師

匠
が
言
っ
た
「
晴
れ
を
常
に
、
常
を
晴

れ
だ
と
思
い
な
さ
い
。
普
段
の
稽
古
で

も
、
晴
れ
舞
台
で
点
前
を
し
て
い
る
覚

悟
を
持
っ
て
集
中
し
、
真
剣
で
あ
れ
ば
、

い
ざ
本
番
に
臨
ん
で
も
平
常
心
で
心
を

込
め
た
抹
茶
を
点
て
ら
れ
ま
す
よ
」
を

思
い
出
し
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
の
為
に
抹
茶
を

点
て
る
こ
と
に
集
中
し
ま
し
た
。
抹
茶

は
「
美
味
し
い
！
」
と
感か

ん

嘆た
ん

さ
れ
、
お

互
い
に
笑
顔
を
交
わ
し
、
私
の
初
め
て
の

点
前
―
お
客
さ
ま
に
抹
茶
を
点
て
る
―

を
終
え
ま
し
た
。
部
屋
の
片
隅
で
、
ノ
ー

ト
に
何
か
を
書
き
続
け
て
い
た
ボ
ー
イ

フ
レ
ン
ド
も
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
ま
し

た
。
覗
き
込
ん
で
み
た
ノ
ー
ト
の
案
山

子
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
英
文
は
、

全
く
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
点
前
の

始
ま
り
に
私
の
言
っ
た
「
お
ら
く
に 

ど

う
ぞ
」
は
彼
の
ス
ペ
ル
で
は
「
お
ら
く 

ど
ぞ
」
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

お
ら
く
に

   
ど
う
ぞ

鈴
木
百
代

三

五
月
も
終
わ
り
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

ジ
メ
ジ
メ
し
た
梅
雨
を
迎
え
ま
す
。
梅

雨
が
終
わ
れ
ば
夏
本
番
と
な
り
ま
す
が
、

夏
と
な
る
と
連
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
話
題
と
な
る
の
が『
熱
中
症
』で
す
。

熱
中
症
と
は
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
体
温
の

上
昇
や
め
ま
い
、
痙
攣
、
頭
痛
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

処
置
が
遅
れ
る
と
死
に
至
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
左
記
を
参
考
に
熱
中
症
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

•
職
場
で
の
声
掛
け

•
作
業
前
の
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク

•
の
ど
が
渇
く
前
に
適
度
な
水
分
・
塩

分
補
給

•
適
度
に
休
憩
を
い
れ
る
。

•
二
日
酔
い
や
、
寝
不
足
に
注
意
す
る
。

熱
中
症
に
つ
い
て

11 世紀

1010

年

リ
・
コ
ン
・
ウ
ァ
ン
が
李
朝
を
興
す
。
首
都

は
昇
龍
（
現
ハ
ノ
イ
）

13 世紀

1225

年

李
朝
に
変
わ
り
、
陳
朝
が
興
る
。　

1257

年

モ
ン
ゴ
ル
（
の
ち
の
元
）
の
侵
攻
を
受
け
る
。

15 世紀

1400

年

陳
朝
が
滅
び
、
胡
氏
が
政
権
を
握
る
。

1414

年

中
国
の
明
に
よ
り
、胡
氏
王
朝
が
滅
ぼ
さ
れ
、

再
び
中
国
の
支
配
下
に
。

1428

年

レ
・
ロ
イ
の
反
乱
軍
、
明
を
撃
退
。
黎
朝
が

興
る
。

16 世紀

1527

年

マ
ッ
ク
・
ダ
ン
・
ズ
ン
が
帝
位
を
奪
う
が
、

旧
臣
の
反
乱
で
南
北
分
裂
。
北
部
は
鄭
氏
、

南
部
は
阮
氏
が
実
権
を
押
さ
え
、
対
立
が
始

ま
る
。

18 世紀

1786

年

南
北
統
一
。阮
の
勢
力
が
勢
い
を
盛
り
返
す
。

19 世紀

1801

年

阮
が
再
び
南
北
を
統
一
、
阮
王
朝
の
誕
生
。

首
都
は
フ
エ

1862

年

フ
ラ
ン
ス
と
の
争
い
に
敗
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
協

定
を
結
ぶ
。

1882

年

フ
ラ
ン
ス
、
ハ
ノ
イ
を
占
領

1884

年

ベ
ト
ナ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
国
と
な
り
、

植
民
地
に
。

1887

年

フ
ラ
ン
ス
が
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
を
設
置

1899

年

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
設
立

20 世紀

1940

年

日
本
軍
が
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
進
駐
、
翌
年
に
は

南
部
に
進
駐

1945

年

日
本
敗
戦
後
、
べ
ト
ミ
ン
が
「
ベ
ト
ナ
ム
民

主
共
和
国
臨
時
政
府
」
樹
立

1946

年

イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
開
始

1954

年

デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
の
戦
い
で
フ
ラ
ン
ス

軍
を
破
る
。

1960

年

南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
が
発
足

第
二
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
が
始
ま
る
。

1964

年

ア
メ
リ
カ
の
北
爆
が
ス
タ
ー
ト

1968

年

テ
ト
攻
勢

1969

年

ホ
ー
チ
ミ
ン
死
去

1973

年

ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
調
印

1975

年

サ
イ
ゴ
ン
陥
落

1976

年

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
樹
立

1977

年

ベ
ト
ナ
ム
軍
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
侵
攻

1979

年

中
国
が
ベ
ト
ナ
ム
国
境
に
侵
攻

一
時
紛
争
状
態
に
。

1986

年

ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
政
策
採
択

1995

年

ア
メ
リ
カ
と
国
交
回
復
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（4）

行
事
記
録
（
4

27

〜
5

26

）

5
7	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

5
14	

土
木
施
工
管
理
技
士
会
第
一回
代
議
員
会

5
15	

土
木
施
工
管
理
技
士
会
定
時
総
会・静
岡

	

中
電
不
動
産
㈱
浜
岡
地
区
会
総
会（
書
面
）

5
20	

御
前
崎
市
商
工
会
総
会（
書
面
）

	

袋
井
建
協
定
時
総
会・通
常
総
会・袋
井

	

令
和
二
年
度
新
規
学
卒
求
人
取
扱
説
明
会（
中
止
）

5
22	

磐
田
労
働
基
準
協
会
定
時
総
会

	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
総
会・表
彰
式（
中
止
）

5
26	

御
前
崎
市
商
工
会
総
務
委
員
会・理
事
会（
書
面
）

行
事
予
定
（
5

27

〜
6

26

）

6
1
～
6
30	

全
国
安
全
週
間
準
備
月
間

6
10	

企
業
と
高
校
と
の
情
報
交
換
会（
中
止
）

6
11	

中
建
青
第
三
十
一
回
定
例
総
会（
書
面
）

6月安全努力目標
年度安全標語〈みんなで考え みんなで実行

 全員参加の安全活動〉
令和2年全国安全週間準備月間〈6/1～ 6/30〉
作業安全
・熱中症・コロナ予防対策の実施
・重機足場の確実な点検
交通安全
・速度を控えて安全確認
環境目標
・車両・重機の無駄なアイドリングはやめましょう

今
回
は
子
ど
も
が
大
好
き
♡
簡
単
に

作
れ
る
じ
ゃ
が
い
も
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

ま
す
。

今
年
で
九
十
三
回
目
と
な
る
全
国
安

全
週
間
は
、
職
場
で
の
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
安
全
を
維
持
す
る
活
動

の
定
着
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
十
分
留
意
し
な

が
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
三
つ
の
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
、
ク

ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）
の
発
生
を
防
止
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
三
つ
の

条
件
の
ほ
か
、
共
同
で
使
う
物
品
に
は

消
毒
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

NEXCO 中日本様より『新東名高速道路 静岡
サービスエリア（上り線）他 1SA 駐車場上屋
新築他工事』が表彰されました。

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

材
料 

じ
ゃ
が
い
も
…
５
ケ

 

片
栗
粉
…
適
量

 

砂
糖
…
大
１　

醤
油
…
小
２

作
り
方

①
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
い
て
一
口
大
に
切

り
、
耐
熱
皿
に
入
れ
、
ラ
ッ
プ
を
ふ
ん
わ
り

か
け
て
３
～
４
分
加
熱
す
る
。

②
①
に
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
１
６
０
℃
の
油

で
揚
げ
る
。

③
鍋
に
調
味
料
を
煮
立
て
、
揚
げ
た
じ
ゃ
が

い
も
を
加
え
、
味
を
か
ら
ま
せ
た
ら
完
成
。

ポ
テ
ト
の
揚
げ
煮

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期
間

中
、
浜
岡
北
小
学
校
の
通
学
路
に
て
横

断
中
の
児
童
た
ち
の
安
全
を
見
守
り
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
後
、
久
し
ぶ
り

に
登
校
す
る
児
童
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ

い
で
う
れ
し
く
感
じ
ま
し

た
。
学
校
が
再
開
し
、
当
た

り
前
の
毎
日
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

登
校
補
助

※
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
は
…
『
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮

し
た
』
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
欧
米
の
労
働
安
全

衛
生
機
関
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

全
国
安
全
週
間
準
備
月
間

準
備
期
間

安
全
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン 六

月
一
日（
月
）～
六
月
三
十
日（
火
）

七
月
一
日（
水
）～
七
月
七
日（
火
）

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
職
場
へ
！

　
み
ん
な
で
改
善
　
リ
ス
ク
の
低
減

表
　彰


